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Cefodlzlme(THR-221)を 複雑性尿路感染症8例,急 性 単純性腎孟腎炎1例 に使用 した。1回19を

1日2回,連 続3～5日 間,点 滴静注によ り投与 した。

複雑性尿路感染症のUTI薬 効評価 基準 による総合臨床効果は,著 効1例,有 効2例,無 効5例 で,

総合有効率は38%で あった。細菌学的効果では16株 中8株(50%)が 除菌 され,投 与後出現菌は1株 で

あった。

急性単純性 腎孟腎炎1例 の総合臨床効果は有効であ った。

自他覚的副作 用は全例に認め られなか った。臨床検査値では好酸球,単 球の上昇が1例 に認められ

たが軽度であ った。

Cefodizime(THR-221)は 西独ヘ キス ト社 と仏国 ルセ ル

社で合成,開 発 された第三世代 の新 しい注射用 セフェム

系抗生物質である。本剤 は好気性,嫌 気性のグラム陽性

菌及 びグラム陰性 菌に対 して広域抗菌 スペ ク トルを有 し,

強 い抗菌作用 を示 し,各 種 β-lactamaseに 対 して も安定

であ るといわれている1)。

今回,我 々は本剤の尿路感染症 に対する有用性 と安全

性 について検討 したので報告 する。

1.投 与対象な らび に投与方法

昭和61年4月 か ら昭和61年9月 まで長崎大学附属病 院

泌尿器科,十 善会病院泌尿器科に入院 した尿路感染症9

例 を対象 とした。

対象 は,複 雑性尿路 感染症8例(腎 孟腎炎4例,膀 胱

炎4例),急 性単純性 腎孟腎炎1例 の計9例 であ った。

年齢は30歳 から81歳 で,男 性5例,女 性4例 であ った。

複雑性尿路感染症の基礎疾患 は,神 経因性膀胱4例,膀

胱腫瘍1例,左 尿管結石1例,膀 胱腫瘍 と神経因性膀胱

の合併1例,前 立腺腫瘍 と左膀胱尿管逆流現象の合併1

例 であった(Table1)。

投 与方法 はすべ て点滴 静注 とし,1.09を1日2回 で

5日 間使用 した。臨床効果 判定はUTI研 究会のUTI薬

効評価 基準(第3版)2)に 基づ いて行 った。副作用につい

て も同様 にUTI薬 効評価基準 に従 った。

II.成 績

Table1,2に 示す ように,複 雑性尿路感染症8例 では,

膿尿 に対 する効果 は正常化が3例,改 善が2例,不 変が

3例 で,細 菌尿 に対す る効果は菌の陰性化が3例,不 変

が5例 であ り,総 合臨床効果 は著効1例,有 効2例,無

効5例 で,総 合 有効率 は38%で あった。UTI疾 患病態

群別効果で は,第3群 は2例 で有効1例,無 効1例 で有

効率50%,第5群 は5例 で有効1例,無 効4例 で有効率

20%,第6群 は著効1例 で有効率100%で あった(Table

3)。

急性単純性腎孟腎炎1例 では,膿 尿は正常化 し細菌尿

も陰性化す るも,微 熱 を認めたため有効 となった。

細 菌学的効果 は,急 性単純性腎孟腎炎のE.co'i1株 は

消失 し,複 雑性尿路感染症で はTable4に 示す ように,

分離 された16株 中消失8株(50%),存 続8株 であった。

存続 菌はPamginosa4株,E.faecalis2株,P.rettgeri 1

株,S.marcescens 1株 で あ り,投 与後出現菌はFlaッob僅

terium1株 のみであ った(Table5)。

副作用 について は,自 他覚的異常は全例 に認めなかっ

たが,臨 床検 査値で はCase1に 好酸球(2→6),単 球(5

→9)の 軽度上昇が認め られたが一過性 であ り,臨 床的に

特 に問題 となるこ とはなか った。Case6のGOT,GPT

上昇 は血清肝炎に よる もので あった(Table 6)。
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III.考 按

THR-221は 新 し く開発 さ れ た第 三 世 代 の 注射 用 セ フ ェ

ム系 抗 生 物 質 で あ り,好 気 性,嫌 気 性 の グ ラム陽 性 藺 及

び グ ラ ム陰 性 菌 に対 して広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し,臨

床 分 離 株 で は 特 にS.Pyogenes, S.pneumoniae. E. coli,

K. Pnenmmiae, P, mirabilis, P. vulgaris, P. rettgeri. H.

influenzae, N, gonorrhoeaeに 対 して 強 い 抗 菌 力 を示 し,

invivoで 他剤 と比較 してMIC値 か ら期待 される以上の

ED50値 が得 られ,同 時 に優れ た臓 器 ・組織 移行が認め

られて お り,又,生 体防御能の増強作用が示唆 されてい

る。 本剤の血中半減期 は約2.5時 間 と比較 的長 く,体 内

で ほとんど代謝 を受 けず,大 部分が未変化体のまま尿中

に排泄 され,投 与後24時 間までの尿 中回収率は約80%で

ある。

Table 2 Overall clinical efficacy of THR-221 in complicated UT1

lg•~2/day, 5 days treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of THR-221 classified by type of infection
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Table 4 Bacteriological response to THR-221 treatment in complicated UTI

8:R
egardlessofbacterialcount

Table 5 Strains appearing after THR-221 treatment in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

Table 6 Clinical laboratory findings before(B) and after(A) THR-221 treatment
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今 回我 々は,急 性単純性腎孟腎炎1例 では有効,複 雑

性尿路 感染症8例 では著効1例,有 効2例 。無効5例 で,

有効率38%と い う不満足な結果であったが,MIC値 が3

μg/ml以 上 で本剤 に感 受性の低 いP.aeruginosaが 起 炎

菌16株 中4株 を占め,4株 とも他の第三世代 セフェム系

の成績が悪 いUTI群 別5群 であ ったことを考慮 すれば

一概に悪い結果であ るとは考えられず,副 作 用に関 して

は特 に 問 題 は な く,有 用 な 薬 剤 と思 わ れ た。
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CEFODIZIME(THR-221) IN URINARY TRACT INFECTIONS
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We administered cefodizime(THR-221), a new synthetic cephalosporin antibiotic, to 8 patients with complicated urin-

ary tract infection and lwith acute pyelonephritis.

Clinical evaluations were made in the 8 patients with complicated urinaly tract infection according to the UTI criteria,

as excellent in 1 patients, moderate in 2 and poor in 5 patients.

Clinical evaluation in 1 patient with acute pyelonephritis was moderate.

No side-effects were observed in any of the cases, though elevation of eosinophils and mononuclear leukocytes were

observed in 1 case.


